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村下敏夫

多額のお金をかけて掘った水井戸が長い間使先るこ

とはまことに結構なことである.工場建設の時には

総工事費夢)何分の互にも達したいわずか匁経費で掘れる

水井戸はそれほど負担ぽもたら狂いが操業ぽ入って

からしかも不景気なときに工｡o◎万円近い金を工面するこ

とは容場ではない.お蜜けに1本の井戸から五時間

あたり100m3あるいは150m雲も汲み上げられるもの

たら出資した価値もでてこようがわずか40m360軸3

という水量では水コストが大きくなるだげにちゆう

ちよしたく柾る｡しかもその井戸が地域の地下水

事情から長い閲使走ないとなると井戸掘さくを屍合わ

せなげれぱ匁らないζとぽもなる.

また工務担当の技術者カミ専門外なカミら地下水につい

て勉強しその土地に適合した水井戸にするためにすぐ

れた技術を導入して仕上げたものを井戸の運転が動力

担当者の方へ移ったりその技術者か他の工場へ転勤し

たために普通の機械と同様に水井戸がとり扱われて

2～3年もし溶いうちに当初王00が/時の能力が60が

あるいはそれ以下に低下し夏の水使用最盛期をひかえ

てあわてるあいう例はとても多い由そこで潟そる

おそる工務担当の常務に説明して水井戸を五本至急掘

らせてもらうよう努力する､しかしそのようなこと

が1度ならず壌度3度とおこると常識的な説明では

納得して頂け扱いのでr井戸管理ばは率落ちはなかっ

花が周囲の地下水事情カミ急ぽわるく扱ったの㍗一｣

ともっともらしい理由を追加してやっと常務会はかけ

てもらう.

時代に掘られた水井戸が工業用として活躍している例も

漢讃ある､昭和30年頃の記録でまことに恐縮だが古

い井戸が多く残ってい施のは浜松市であった.なかで

も中部ガス浜松支店にあった深さ王拠井戸は明治蝪年

のものだということであった.また浜松市街地の東に

原島というところがあり水田の申に自噴弁があって

地面からエ加ぐらい立ち上りた鉄管がら冷たい水が噴

き出ていた.ζれは大正三堪年にできた工47皿の井戸

であった.賢1本専売公社･浜松工場の92皿の井戸は大

正!δ年蔓凋国鉄1浜松工場の五37伽の井戸は昭和2年

にそれぞれ完成したものであった.

水井戸の寿命は大体何年位だろうか曲水井戸を作

るときぽはおよその見当をつけているものである｡

井戸の償却は企業によって異匁るかも知れないがで書

ること校ら10隼あるいはもっと長くあってほしいと=考え

る｡しかし一方では井戸は遂～δ年もてばよいとい

う消耗品扱いにする見方もある｡

さきに大阪の都島に昭穐の初めに掘りた井戸か工

業用としてなお使用されていることを紹介したが大正

民家の掘井戸や上総掘りによる自噴井は村の自慢話

になるほど長命であるが赤ンプで汲み上げている井戸

は短命のようである.また砂の多い帯水層から採水す

る井戸は礫層から採水する井戸よりも比較的短命であ

る｡自噴井の水量は自然のエネルギｰに順庵して湧

出するものであるが栄ンプで揚水する星ほど事しても

井戸に集まってくる水量よりも多く匁りがちである.

とくに砂の多い帯水層では水と一しょに砂が動きやす

く狂るから井戸の周囲が自然の状態とは異質のものに

たりやすい.人間もほどほどに働か扱いと疲労が婁

扱ゆてある蹄架然不慮の病終かかりてし蜜うように

氷井戸腿もある鴬味での菊主命め宝あってあ凄り離葦使さオ㌃

てい為お翻臓鍛を超忍篶鑓踊す蔦忽肋蔓で慧扱くな

蕃宙

水井戸の病気の診断は勢肩の水位をつ柏鯵測鶯してい

る&適確にできる.水位が年典低下していると近い

さて水位1低下が地下水利用背にとりてもっとも厄

介匁ことは

1)鑑水量が減少して必要な水量を十分にまか在うことが

でき恋くなる

2)水質が変化して使用基準に適合した水がえられなく恋

真水質改善施設が必要とな鴛てくる

3)井戸から砂がでるようにな簑排砂のために沈澱施設を

余分に造ら棚妻なら枚い

4)弗戸のなかか砂で埋襲1)ポンプの取リ替えや井戸掃除

が頻繁紀瓶る

5)井戸の増譲が必要となり用地の取得や井戸の相互干渉

放蔓の障害派生じる

6)水の値段が高くなる�
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だとの点であろう.

水井戸の水位カミ低下する原因としてはっぎのようた

ことがあげられる.

1)地域的な水収支の不均衡によるもの

ある一つの地域一厳密1ひ'えば地下水鎗や地下水系の

なかで地下水の汲み上げ量が自然に集積する地下水量

よりも多くなっているつ削)水の収入よ:)も支脈)

万カ疹くなって地中に貯えられている水量を食いつぶ

している状態にある

2)井戸の構遺や揚水の状態による毛の

澄.採水層(ストレｰナｰが入っている帯水層)が広かリを

もりてい広いまたは透水畦が不規則であるため紅水

の浸透か乏しい

も,ストレｰナｰの属麗に砂が集積して水ポ井戸に入ると

書の簸抗か増大する

｡.一本の井戸の揚水が井戸に集まってくる地下水量を上回

りた過剰の状態にある

蓬)隣接諦芦の干渉にぶ審もの

水位低下が生じるような察態を極力避けるための対策

として寿蓄克ら涛㌻ることは

原因司)に対しでは地下水開発カミ行なわれている地

域全体を高度の立場から地下水を管理するこおが必

要でその花めには水位の低下が生じ払い範囲内で

の安全衣汲み上げ量を正確は把握しておかなければ

ならない､

原因2)のうち濠苗についてはその地域帯水層の

分布状態についての知識も必要で路るカミ現在行な

われている電気検層の技術改善とその解読に一層の,

努力が払われなければなら校い.漢色揚水試験に

よっても透水性の連続性を知ることがで蓄る自す

なわち揚水井からある願離にある井戸の水位が揚

水井の汲み上げで下カミる割合が揚水時間ぽ比例し

ないでむしる大きくなるような揚禽紀は透水性

は不連続である.このような場合1こは揚水井の

水位も時間の経過と&も紀下がりいつまでたって

も揚水水位は安定したい｡

b.および｡.にっいてはまず揚水方法を改めな

けれ陵租ら狂い､揚水試験で費量!500加葛の水が

出ますというのは脳時間で1500がという意味で

あって井戸の稼動時間をさすものでは扱い｡現

在ほとんどの井戸についているポンプの能力はそ

の井戸で採水する帯水層の透水性な星を無視した巨

大なものでこれによって短時間のうちに必要水量

レｰナｰを掃除してやるとよい.

原因藪)については井戸干渉の少恋い井戸を作るこ

とが大切である｡井戸梱亙の間隔があ妄り接近し

ているとお互いに水の奪い合いがおこって汲み

上げ量カミ著しく減少するので井戸の間隔は十分に

とっておか溶ければ放ら狂い､その間隔は揚水

試験の結果を解析すれば求められるカミ隣りの弗戸

の水量淋所定量以下に減少しなければ井戸の間隔

はせまくてもよい岨蜜恕もし透水性のよい帯水

層が数層も発達している場所であれば一つの井戸

に多数のストレｰナｰを設けるよりも帯水層ごと

に井戸を掘った方かより多くの地下水を操ることが

できるということはさき熔述べたことがある｡

この方式の可能性を検討する場合の試験方法の一

つを紹介するとまず静止状態における水温1水質

の測定を井戸内で行ないっぎに井戸の揚水を行な

って揚水量を段階的は変化させたときの水温1水質

の測定を行匁えばそれらの成果からどのような構

造の井戸を設計したらよいか赫導き閑される｡

もしやむをえず多くの帯永層から採水するときに

は全層揚水を行なう前にストレｰナｰことほ揚水

して泥を出してしまうことがだいじである,透水

性のよい帯水層ほど掘さく時の泥が浸みこんでいる

から根気よく排泥作業を行栢わなければならない.

透水性のよい帯水層がない地域では井戸の寿命か長

く保てるような汲み上げ方をしないと水枯れを起こし

てし襲う.最近では効率のよい冷却装置が市販され

蜜た水需要の増大にともなってこの方面の研究が進むに

っれさらに効率のよいものか考案されるであろう｡

地下水の乏しいところでこれを併用して水の合理的使

用を図っている企業があるがまことに賢明抵処置とい

えよう串(繁者は応用地質部)�


